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［
企
画
調
整
室
］
十
一
月
十
七
日（
水
）〜
十
八

日（
木
）、
森
林
管
理
局
に
お
い
て
署
長
等
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
は
、
十
月
三
十
日
に
行
わ
れ

た
行
政
刷
新
会
議
に
お
け
る
特
別
会
計
の
事
業

仕
分
け
等
を
受
け
、
十
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ

た
局
長
会
議
等
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
運
営

等
に
つ
い
て
会
議
が
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
議
で
は
、
城
土
局
長
及
び
竹
林
次
長

か
ら

　

①
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
の
事
業
仕
分

け
、
②
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
、
③
生
物
多

様
性
の
保
全
へ
の
取
組
推
進
、④
国
際
森
林
年
、

⑤
収
入
の
確
保
及
び
適
切
な
予
算
執
行
、
⑥
森

林
整
備
事
業
の
適
切
な
実
施
と
予
算
の
着
実
な

執
行
、
⑦
法
令
等
に
基
づ
く
各
種
手
続
き
の
確

実
な
履
行
、
⑧
綱
紀
の
粛
正
等
に
つ
い
て
訓
辞

が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、

「
負
債
返
済
部
分
と
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て

人
件
費
の
帰
属
等
を
含
め
早
急
に
検
討
し
て
い

た
だ
き
国
民
の
負
担
が
決
し
て
増
え
な
い
形
で

の
切
り
分
け
を
前
提
と
し
て
、
特
別
会
計
を
一

般
会
計
化
す
る
。」
と
の
取
り
ま
と
め
が
さ
れ
、

一
般
会
計
化
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
が
さ
れ

る
中
に
お
い
て
、
よ
り
国
民
か
ら
評
価
さ
れ
、

信
頼
さ
れ
る
国
有
林
野
事
業
で
あ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
重
要
な
時
期
と
な
る
こ
と
、
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
最
終
報
告
が
予
定
さ
れ
、

プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
、
局
署
一
体
と
な
っ
て
適
切
な

業
務
運
営
に
努
め
る
よ
う
各
種
指
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
十
二
月
七
日（
火
）、
東
濃
森

林
管
理
署（
岐
阜
県
中
津
川
市
）に
お
い
て
、「
平

成
二
十
二
年
度
中
部
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
は
、
幅
広
い
国
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き
し
、 

開
か
れ
た
「
国

民
の
森
林
」に
ふ
さ
わ
し
い
国
有
林
野
の
管
理・

経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

進
め
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

会
議
に
は
、
全
三
十
名
の
う
ち
管
内
一
円
か

ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
十
一
名
の
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ま
と
、
当
局
か
ら
計
画
部
長
、
森
林
整

備
部
長
、
東
濃
森
林
管
理
署
長
等
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
東
濃
森
林
管
理
署
長
よ
り
署
の

概
要
説
明
の
あ
と
、
二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る

伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
必
要
な
材
を
供
給
す

る
木
曽
ヒ
ノ
キ
備
林
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
か
ら
は
、「
通
常
で
は
見
ら
れ

な
い
備
林
を
見
学
で
き
て
感
激
し
ま
し
た
。」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
場
所
を「
東
濃
森
林
管
理
署
会
議
室
」

へ
移
し
、
中
部
森
林
管
理
局
の
事
業
概
要
等
の

説
明
、
事
前
に
聴
取
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
や
ご
質
問
に
お
答
え
し
た
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
今
日
の
よ

う
な
現
場
を
見
な
が
ら
の
説
明
を
、
モ
ニ
タ
ー

と
な
っ
た
後
す
ぐ
に
行
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。」

「
森
林
に
関
心
の
な
い
都
会
の
者
に
、
も
っ
と

関
心
を
持
た
せ
る
工
夫
が
ほ
し
い
。」「
国
産
材

を
使
い
た
か
っ
た
が
、
価
格
等
の
制
約
か
ら
外

材
を
使
っ
た
。」
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
い
た
だ
い
た
意
見
を
、
こ
れ

か
ら
の
国
有
林
野
の
管
理
・
経
営
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

署長等会議で訓示する城土局長

木曽ヒノキ備林での記念撮影

会議室に場所を移して意見交換

第
二
回
署
長
等
会
議
を
開
催

平
成
二
十
二
年
度

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
開
催

平
成
二
十
二
年
度
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［
指
導
普
及
課
］
十
一
月
十
三
日（
土
）、「
第

十
五
回 

長
野
市
環
境
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
に
環
境

活
動
へ
の
関
心
と
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
、身
近
な
環
境
や
地
球
環
境
に
関
心
を
向
け
、

具
体
的
な
行
動
を
起
こ
す
機
会
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
、
当
局
か
ら
は
環
境
に
つ

い
て
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
学
習
す
る
「
環
境

体
験
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
国
土
防
災
技
術
株
式
会

社
と
協
同
で
「
ド
パ
ス
ア
ー
ト
に
挑
戦
（
地
球

の
カ
ケ
ラ
で
絵
を
描
こ
う
）」
を
出
展
し
ま
し

た
。

　

本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
八
年
か
ら
長
野
市
が

中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
、中
部
局
も
毎
年「
環

境
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年

も
信
州
大
学
の
ほ
か
、
多
く
の
団
体
・
企
業
等

が
「
環
境
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
に
出
展
、
参
加
し

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
市
内
の
小
学
校
等
の
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
や
、
家
族
・
親
子
連
れ

を
中
心
と
し
た
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
中
部
局

出
展
の
「
ド
パ
ス
ア
ー
ト
」
に
も
、「
本
来
で

あ
れ
ば
廃
棄
物
と
な
っ
て
し
ま
う
土
や
粘
土
を

再
利
用
し
て
作
っ
た
パ
ス
テ
ル
を
使
っ
て
絵
を

描
く
。」
と
い
う
、
珍
し
い
環
境
体
験
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
な
画
家
た
ち
が
ド
パ
ス

で
指
を
真
黒
に
し
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
、
来
場
者
の
投
票
に

よ
り
、
一
番
好
評
で
あ
っ
た
「
環
境
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
に
贈
ら
れ
る
「
ベ
ス
ト
ブ
ー
ス
賞
」
が

創
設
さ
れ
、第
一
回
の「
ベ
ス
ト
ブ
ー
ス
賞
」に
、

中
部
局
・
国
土
防
災
技
術
株
式
会
社
協
同
出
展

の
「
ド
パ
ス
ア
ー
ト
に
挑
戦
（
地
球
の
カ
ケ
ラ

で
絵
を
描
こ
う
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

 
［
中
信
署
］
当
署
が
管
轄
す
る
中
信
地
区
の
国

有
林
は
、
槍
・
穂
高
連
峰
や
白
馬
岳
等
の
山
岳
、

上
高
地
、
乗
鞍
、
美
ヶ
原
等
の
景
勝
地
を
抱
え
、

全
国
各
地
や
海
外
か
ら
多
数
の
者
が
訪
れ
る
我

が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
登
山
・
山
岳
観
光
の
地

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
山
植
物
等
の
貴

重
な
自
然
の
保
護
や
登
山
・
入
山
マ
ナ
ー
等
の

啓
発
の
必
要
性
は
高
く
、
従
来
か
ら
Ｇ
Ｐ
、
Ｇ

Ｓ
Ｓ
、
高
山
植
物
等
保
護
連
絡
協
議
会
等
の
活

動
に
加
え
、
局
Ｈ
Ｐ
等
に
よ
る
情
報
提
供
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
般
国
民
の
認
知
度
は
ま

だ
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
五
月
に
貴
重
な
高
山
植
生
等
を

消
失
さ
せ
た
白
馬
岳
の
山
火
事
は
、
山
岳
ス

キ
ー
ヤ
ー
等
の
火
の
不
始
末
が
原
因
と
推
定
さ

れ
て
お
り
、
普
及
啓
発
の
必
要
性
が
益
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
当
署
と
し
て

は
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に

対
し
て
普
及
啓
発
を
要
請
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
般
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
を
活
用
し
た
国

有
林
Ｐ
Ｒ
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
放
送
は
、
主
婦
・
農
作
業
時
・
工
場
・

商
工
関
係
・
自
動
車
内
等
に
お
い
て
数
多
く
聴

か
れ
、
特
に
長
野
県
内
で
は
山
岳
に
関
心
の
あ

る
リ
ス
ナ
ー
も
多
く
、
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と

し
て
の
活
用
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ス
タ

深
志
３
丁
目
」
の
番
組
で
、
十
月
二
十
九
日
の

第
一
回
か
ら
毎
月
月
末
の
金
曜
日
に
一
回
ず
つ

全
六
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
、「
森も
り
り
ん林
教
え
て
」と
の
企
画
で
、

中
信
署
の
職
員
等
が
山
本
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
掛

け
合
い
で
国
有
林
の
様
々
な
活
動
や
森
林
・
林

業
・
自
然
、
高
山
植
物
の
保
護
及
び
登
山
マ

ナ
ー
、
獣
害
や
外
来
種
、
治
山
等
で
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

　

業
務
の
合
間
に
中
信
署
職
員
と
山
本
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
掛
け
合
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
環
境
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
出
展

中部局の環境体験コーナー

地球に生きるをテーマに

第一回ベストブース賞に選ばれ記念撮影
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上
市
町
議
会
議
員
が

�

国
有
林
の
治
山
事
業
地
を
視
察

■
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
一
回　

�

十
月
二
十
九
日（
金
）　

当
署
署
長
が

出
演
し
、
国
有
林
や
森
林
管
理
署
の

業
務
、
山
岳
地
帯
の
管
理
な
ど
に
つ

い
て
話
を
し
ま
し
た
。

第
二
回　

�

十
一
月
二
十
六
日（
金
）　

当
署
業
務

課
長
が
出
演
。「
増
え
す
ぎ
た
シ
カ

の
住
処
が
広
が
っ
た
」

第
三
回　

�

十
二
月
二
十
四
日（
金
）　

当
署
業
務

課
長
と
他
署
員
が
出
演
予
定
。「
間

伐
は
山
を
守
る
た
め
に
必
要
」

第
四
回　

�

一
月
二
十
八
日（
金
）　

当
署
員
と
他

署
員
が
出
演
予
定
。「
外
来
植
物
の

除
去
も
大
切
な
仕
事
」

第
五
回　

�

二
月
二
十
五
日（
金
）　

当
署
員
と
他

署
員
が
出
演
予
定
。「
人
に
や
さ
し

い
木
材
」

第
六
回　

�

三
月
十
八
日（
金
）　

当
署
員
と
他
署

員
が
出
演
予
定
。「
住
居
を
守
る
治

山
工
事
」

 ［
富
山
署
］十
一
月
十
日（
水
）、上
市
町
議
会「
産

業
厚
生
常
任
委
員
会
」
が
早
月
国
有
林
に
お
い

て
治
山
事
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
市
町
を
流
れ
る
全
国
屈
指
の
急
流
河
川

「
早
月
川
」
は
、
剱
岳
登
山
口
の
馬
場
島
ま
で

が
特
に
急
峻
で
、
土
砂
災
害
の
起
き
や
す
い
地

形
で
あ
り
、
山
腹
崩
壊
地
や
渓
岸
浸
食
が
多
数

存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
署
で
は
下

流
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
森
林
の

持
つ
公
益
的
機
能
を
十
分
発
揮
さ
せ
、
防
災

機
能
を
維
持
増
進
さ
せ
る
た
め
の
治
山
事
業

を
計
画
的
に
実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
視
察
に
つ
い
て
は
、
同
町
議
会
か
ら
の
、

「
町
内
の
奥
地
で
行
わ
れ
て
い
る
国
有
林
の
治

山
事
業
は
、
下
流
に
と
っ
て
大
事
と
聞
い
て

は
い
る
が
、
一
般
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
ぜ
ひ
に
」
と
の
要
望
か
ら
実
施
し
た
も

の
で
、
同
会
委
員
長
始
め
総
勢
十
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
に
町
発
注
の
道
路
工
事
等
を
視
察
し

た
後
、
午
後
に
馬
場
島
荘
に
お
い
て
同
荘
に

設
置
し
て
あ
る
ジ
オ
ラ
マ
を
使
用
し
て
当
署

の
概
要
と
上
市
町
内
の
治
山
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
ニ
バ
ス
等
に
分
乗
し
、
白
萩

川
の
施
行
地
に
出
発
し
ま
し
た
。
白
萩
川
の

現
地
で
は
、
あ
い
に
く
雨
か
ら
雪
へ
の
天
気
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
完
成
し
た
山
腹
工
と

床
固
工
を
視
察
し
、
次
に
、
小
又
川
の
施
工
現

地
に
移
動
し
、
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ
た
る
治

山
事
業
の
実
施
状
況
と
今
後
の
計
画
等
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
様
か
ら
は
、「
実
際
に
町
奥
地
の

治
山
事
業
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ほ

ど
の
工
事
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。」「
地

域
住
民
の
た
め
に
国
有
林
が
治
山
事
業
を
実
行

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。」「
町
と
し
て
も

今
後
も
協
力
し
て
い
く
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
治
山
事
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

 ［
指
導
普
及
課
・
北
信
署
］

　

十
一
月
十
八
日
（
木
）、
中
野
市
内
の
中
野

小
学
校
に
お
い
て
、
三
年
生
の
二
ク
ラ
ス
の
児

童
・
保
護
者
、
総
勢
約
百
三
十
名
（
児
童

六
十
五
名
）
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
指
導
普
及

課
及
び
北
信
森
林
管
理
署
合
同
に
よ
る
「
出
前

授
業
」（
森
林
教
室
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
出
前
授
業
」
は
、
三
年
生
か
ら
四

年
生
へ
の
進
級
に
伴
い
、
ク
ラ
ス
替
え
と
な
る

た
め
、現
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
思
い
出
と
し
て
、

「
記
念
に
な
る
も
の
を
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
木

を
使
っ
て
作
り
た
い
。」
と
い
う
児
童
の
皆
さ

ん
の
希
望
と
、「
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方
の
学
習

や
間
伐
材
を
使
っ
て
の
ク
ラ
フ
ト
作
り
等
を
通

じ
、
木
と
の
ふ
れ
あ
い
や
自
然
の
大
切
さ
を
感

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

ジオラマを使用しての説明を聞く議員の皆さん

雪の中、白萩川（山腹工）を視察する議員の皆さん

北
信
地
域
の
小
学
生
を
対
象
に

�

「
出
前
授
業
」
を
開
催

第１回の放送で出演した下平署長と山本広子アナ


